
082(470)　アンチ・エイジング医学－日本抗加齢医学会　Vol.15 No.4

　日本人の食生活において，しばしばみられるのがカル
シウム（Ca）の摂取不足である。食物とともに摂取さ
れた Ca は，腸管において消化・吸収の過程を経て体内
に入り，細胞外液中にカルシウムイオン（Ca2＋）とし
て溶解し，さらに細胞質，細胞内小器官内にも存在し，

すべての細胞において重要な役割を果たす。身体活動に
必要な Ca は食事から供給される。胃酸存在下で Ca2＋状
態となり，小腸粘膜から吸収される。ピロリ菌感染，萎
縮性胃炎，胃酸分泌抑制薬の使用，加齢に伴う胃酸分泌
の低下や無酸状態では Ca 吸収は減少する。

（答え：a，b，e）

Q1 解答肢

カルシウム吸収を阻害する因子はどれか。３つ選べ。

a．萎縮性胃炎
b．ピロリ菌感染
c．降圧薬の服用
d．骨粗鬆症薬の服用
e．胃酸分泌抑制薬の使用
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